
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 63 （回答者数） 15

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 怪我等のリスク管理を行いながら取り組みを行う。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 入社しやすいように改善している。

2 用途ごとに部屋を分けている。

3

毎月外出イベント、制作イベント、クッキングイベント、季節

イベントを企画し、利用者が楽しめる環境を作っていること。

利用者が純粋に楽しめるよう、今まで行ってきたイベントを通

して出た反省点やよかった点を活かしながら企画している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の人数が少ない時がある。 感染症などの理由で休まれる職員もいるため、少なく感じる。

教室内が狭く感じる。 利用者が使用できる部屋が狭いため。

2026年　1月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 療育支援エフ　　　　姪浜教室

○保護者評価実施期間
2026年　1月　23日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


